
春日市立春日南中学校 

 ＜学校教育目標＞ 
 総合的な人間力を培い、地域の担い手となる生徒の育成 
      －地域貢献から地域参画への転換－ 
 
＜生徒と教師の共通目標＞ 
    みんなで一緒に「夢」を追いかけてみないか？ 
 

文責 校長：山﨑明彦、教頭：安永虎吉 

                   「やってみなはれ！」 

  先日実施された「なんちゅうバザー」、福岡女子商業高校の「女子商マルシェ」や各地域や企業の皆様のご協力を

得ながら実施することが出来ました。そして、何よりも実施に向けて奮闘していただいたＰＴＡの皆様、本当にありがとう

ございました。そして、3年生有志によるバンド演奏もバザーに花を添えてくれました。このバンド演奏について裏話を紹

介します。ある日突然、3年生10名近くが校長室にやってきました。「校長先生、バンド演奏をさせてください！」と直球

勝負を私に仕掛けてきました。理由を聞くと、コロナ禍の中で自分たちがやりたいことも十分に出来なかったこと、以前

は文化祭で有志参加という活動があっていたこと等を真剣に話してくれました。本来ならば校長として、このような生徒

からの突然の依頼に即答は避けるべきだと思います。まずは学年教師への相談をすべきだと思います。もしかしたら生

徒の安全面を考慮して実施することを認めない選択もあったと思います。でも私の決断はそのどれでもありませんでし

た。「よーしわかった。本番の時の時間と場所だけは確保してやる。それ以外は学校は何一つ関知しない。お前達の力

で考えて全部やってみれ！」でした。楽器の調達も練習場所も、そして当日の案内等も全部生徒の力で進めることを約

束して実施を認めました。生徒達は未来からの留学生です。生徒達の未来にはおそらく想像もつかない壁が待ち構えて

いるかも知れません。その壁を乗り越えるためにも、自分で考え、判断決定して行動する力が不可欠になります。そんな

力を少しでも身につけて欲しくて、小さい出来事だったのかもしれませんが、「やってみなはれ！」を校長の決断として生

徒達に伝えました。生徒達は当日を迎えるまでに色々と苦労したようです。練習場所や楽器の確保、十分な練習も出来

ずに最後はＰＴＡ会長をまきこんで指導してもらったりしたようです。ハプニングもありました。ドラマー担当がインフルエ

ンザに罹患してバンドからの離脱、急遽の代理となった生徒は本番直前の数日間は寝ずに練習をしたそうです。開催に

関する告知も自分たちでやり、ほぼ満員の観客を集めました。決して上手な演奏ではありませんでしたが、元気いっぱ

いで心のこもった最高の演奏を披露してくれました。何一つお膳立てがない中で、自分たちの力で困難の一つ一つを

丁寧に乗り越えたのだと思います。「やれば出来る！」という言葉を実行した生徒達の挑戦であったと思うのです。 

  私は生徒達から学んだことがあります。それは、何でも大人がお膳立てする教育からの脱却の必要性です。教師の過

度の危機管理の中では生徒の成長はあり得ません。それよりも「やってみなはれ！」の言葉かけこそ大切だと思うので

す。人間が行動する時には失敗がつきものです。失敗をさせないようにお膳立てして指導する教育も大切かも知れませ

ん。しかし、もっと大切なことは、失敗をさせて、その失敗を乗り越えさせる教育こそ価値があると思うのです。生徒が失

敗した時、生徒に寄り添いながら、小さな成功を評価し励まし賞賛の声をシャワーのようにかけてあげることが教師の

仕事でもあると思うのです。「やってみなはれ！」を大切にした春日南中学校でありたいと考えています。 
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 地域連携防災訓練・防災学習実施（11/18） 

１１月２７日現在 

11月１８日（土）の午前中、１年生は地域連携防災訓練、２・３年生

は防災学習を行いました。 

１年生は、体育館で防災についての講話を聞いた後、各自治会ご

とに分かれて、段ボールベッドや災害時の着替えのための簡易テント

の設置などの訓練を行いました。 

２年生は体育館で、春日市安全安心課の方の指示のもと「HUG

（避難所運営ゲーム）」を行いました。 

日中に起こる災害では、多くの大人の方が働きに出ているため、

地元に残る中学生に「共助」の期待が寄せられていることを実感しま

した。 

 南中バザー（マルシェ）開催（１１/１８） 

段ボールベッド作成の様子 

HUG（避難所運営ゲーム） 

11月１８日（土）の午後からは、南中バザー（マルシェ）を開催しまし

た。前日準備の際には小雨も振り出し、当日の朝まで暴風が吹き荒

れるあいにくの天気となり、開催が心配されました。しかし、開催時刻

になると、みんなの願いが届いたかのように日差しも降り注ぎ、バ

ザーは大盛況となりました。今回は、初めての試みとして、福岡女子

商業高校のマルシェとコラボレーションして、さまざまな企業の出店

がありました。また、「愛しとーと」やおやじの会など、バラエティ豊か

な店が立ち並びました。学校からは、みなみかぜ学級の生徒が手作

りしたアイロンビーズなどを販売し、子どもたちにとってもよい経験が

できました。 

バザーの様子 

生徒企画の催し １２月の主な学校行事 

１２月 １日 ３年進路相談（～12/6） １２月２２日 前期前半終了日（給食・パン注文あり） 
       生徒会リーダー研修会① 

１２月 ２日 なんちゅうカレッジⅨ １２月２５日 生徒会リーダー研修会② 

１２月１４日 カラフルタイムⅧ １２月２９日 学校閉庁日・部活動中止（～1/4）  

１２月１５日 愛校作業  学校運営協議会  

１２月１６日 なんちゅうカレッジ（最終回、発表会）  １月９日 後期後半開始日（給食・パン注文あり） 

１２月１８日 弁当の日Ⅱ  １月１１日 冬休み課題テスト 

〈編集後記〉   １１月１８日（土）の地域連携防災訓練に際しまして、各自治会の方々には避難装備品組立等を教えていただきあ

りがとうございました。いつ災害が起きるかわからない中で、そのような訓練を経験しているかどうかで災害に対する心構えが変

わってくると思います。生徒にとっても貴重な体験となりました。 

  また、南中バザー開催にあたっては、PTA本部役員、バザー委員さんをはじめ多くの保護者、地域の方々にご協力をいただきま

した。おかげさまで、生徒たちの喜ぶ顔をたくさん見ることができました。本当にありがとうございました。 


